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ヨー ロ ッパの調 査 収集 (わ

  一 フ ィンラン ドー

和  田  祐  一*

行動 した収集行 において,私 に 「民具 の

方言地 図」 とい う考 えを与 えるよ うにな

ったが,こ のよ うな 意義 に 気付い たの

は,実 際 に民具 を手 にし,そ れ もフラン

スで フ ィンラン ドと全 く同じ型の民具 を

見 るに至 ってか らの ことであって,慣 れ

た フ ィール ドの フランスは ともか くも,

ペ リフェ リーの地域 として無経験 なフ ィ

ンラン ドを選 んだ理 由は もっと現実的 な

きっかけがあ ったか らである。

 本 年(1975年)7月31日 よ り同10月13

日 ま で,筆 者は,国 立民族学博物館の民

具収集 メンバーの1人 として西 ヨーロッ

パ地域 に派遣 され た。

 現 地 との コンタク トを始 めたのは3月

早 々であった。勿論,予 算の見通 しがつ

く時期か ら考 えて,出 発は早 くて7月 と

考 え られていたし,実 際 に7月31日 が 出

発 と決 ま り,そ れで も収集 に出か けるメ

ンバーの中では早 い方であ った。 この種

の作業 を成功 させ るには,現 地 に蓄積 し

てあ る人間関係の財産 を能率的 に生かす

ことと,現 地側 になるべ く早 く準備体勢

を と らせ ることである。

 私 に とって 収集 の 経験 は始 めてなの

で,ま ず,あ ま り手 を拡 げない,と い う

原則をたてた(も っとも現実 には大変欲

ば る結果 とな ったが)。 そ こで,収 集活

動の焦点を フランス とフ ィン ラン ドの2

国 に絞 ることに した。 この2国 は ヨー ロ

ッパの センター とペ リフェ リー とい う互

に異 なった特 質を持 ち,「 ヨー ロッパ と

は何か」 とい う問題 を常 に 自問しなが ら

*国 立民族学博物館第3研 究部

 ウ ラルのfolkloreに 既 に10年 近 く打込

んで お られ る菊川丞 氏 との間に フ ィンの

民具収集 の話が 出たのが2月 の下 旬で,

私 に とっては思 い もか けぬ幸運が収集 活

動 のス ター トを早 める結果 となった。同

氏 は3月7日 に来館 されて最終の打合せ

をす ませ,15日 に は ヘル シンキ に飛 ん

で,私 が第1報 を受信 したのが23日 であ

った。 この後,私 自身が ヨーロ ッパに向

けて出発 す る7月31日 までの間に行 なわ
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れた現地協 力者 との連絡 で,ま ず フ ィン

側の収集可能 な民具の リス トを作 って く

れ たのが,タ ンペレの民族音楽博物館 の

館長 に 就任 されたばか りの レヒ トネ ン

(Lehtonen)博 士 で あ り,ラ ッフ。側 の97

種 に上 る収集可 能 な民具 の リス トを作成

して くれ たのは,当 時Castrenianum研

究所 にお られ たサンマ ッラパテ ィ(Sam-

mallahti)氏 で あ った。その後 サ ンマ ッラ

バテ ィ氏 は ラ ップ ラン ドへ 入 られた た

め,私 は直接お会 いで きず,ラ ップの収

集 は来年度以降 にまわす こととな った。

 収 集の予算が きまった時,そ の総 額を

す ぐに レヒ トネン博士 に連絡 し,こ の額

で どの程度の 収集 が で きるか を 打診 し

た。直 ちに,そ の総額 を物品購 入費,人

件費,送 料,予 備費,に 分配 した一覧表

が とどいた。 それに よって ヨー ロッパに

お ける収集活動 のための予算分配 の常識

がわか った。即 ち,全 体 の半分 を純然 た

る物品講入費に あて,残 りの半分 を人件

費,送 料,.予 備 費に分けていた。 その後

半の 内訳 はほ ぼ,人 件費%,送 料%,予

備 費%で あ る。%で 表 わす と50%物 品

購入費,25%人 件 費,15%送 料,10%予

備 費,と なる。 この中でわれわれの 目か

らはひど く高 額 と思われ る人件費 は,現

地で話 してい る うちにや っとわか った こ

とだが,収 入の半額は税金 に とられ ると

い う北欧福祉 国家の条件 に よるものであ

った。

 ヘル シンキの空港で私 を迎 えて くれた

の は,ヘ ル シンキ大学の庄 司博史君 であ

ったが,こ の大学の内部について くわ し

い 情報 を得 たのは 庄司君 のおかげであ

る。彼 の専攻 はウラル ・アル タイ言 語学

であ り,正 式 の学生 として単位 を揃 えて
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いた。 この大学は 日本の大学 の ような ト

コ ロテン式で な く,学 年,あ るいは何 回

生 とい う意識 が少 な く,卒 業 資格 を得 る

に必要 な単位 をそろえるまで,ゆ っくり

や るのが常識 とな ってお り,平 均5年 位

かか る由で あった。特 に ヨーロッパにお

けるウラル ・アル タイ学の本 山 として,

学 生 は各国か ら集 ま り,フ ランスのみな

らず,ア フ リカの学生 も見 られた。 レベ

ル は非常 に高 く,学 生手 帳には,単 位 を

くれ た教授に よる評 価がい ちい ち直筆 で

書かれ,学 生 手帳の提示 は直 ちに通知簿

  それ もコメン ト付 きの  の提示 に

なるとい う極 めて厳 しい ものであ った。

ブ レテ ィンを見 ると,東 大や京大 の言語

学科 よ りもウラル ・アル タイ関係 の講義

が 多 く,街 の雰囲気,人 情 と もに学 問を

す るに極 めて良い環境 であ る。特 に印象

に残 ったのは街の中心にあ るアカデ ミ0

書 店で,こ こには高 度の専 門書が見事 に

揃 ってお り,さ すが ヨー ロッパの学都 ヘ

ル シンキの感を深 くした。 この店 は有名

な教授が顧 問 をしてい る由であ った。新

聞 も各国の ものを買 うことが で き,フ ラ

ンスの よ うな唯我独尊的 な ところがない

の も快 い。 このよ うな良 い環境 の上 に,

庄 司君 は可憐 な フ ィン ラン ド人 の奥 さん

と結婚 して暮 してい るので フィン ラン ド

語は全 く自由で,私 はず い分 とおか げを

こ うむ った。

 もう1人,特 にお世話 になったのは レ

ヒ トネン氏が私 のために待機 させ ておい

て くれた二〇 ラネ ン君 である。彼 は大学

院の学生 で民族学専攻,ひ とが5年 かか

る過程 を3年 で済 ませ,ま もな く修士 を

終 えるとい う非常 な秀才 であ った。何 よ

りも人物が明 るく,私 との間に話がつ き
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ることがないとい う申分 のない人であ っ

た。 この ように全 く異 な った文化 の中で

非常に気 の合 う人 物に出 くわす ことが と

きどき あ るのは,ま ことに 不 思議 であ

る。

 外 国へ行 って文化 シ ョックを感 じない

とい うことは原則 としてないはずであ る

が,私 に とって フ ィンラン ドはその例外

で,シ ョックが ないのにむしろ驚いた。

この国の人達は,ひ か え目で,ま じめで,

心 か らの笑顔 を持 っている。暗 い北国 と

思 って来 てみると意外 に人 々は明 る く,

時 に楽天的 でさえある。 けっこ う話 し好

きで もあ るが,そ れ は地 中海人 のあの饒

舌 ではない。時に湖 に浮ぶ鳥影 に見 とれ

てい ると,話 す のをやめてそっとしてお

いて くれた りす る。 それが うれ しい。 日

本 を逃 れ,シ ベ リア を旅 して来 た若 者

が,こ の地 に来 て心の安 らぎを得,去 り

がた くな って,パ リもロン ドン も見ぬ ま

まに ζこで年月 をす ごしてしま うのがわ

か る気 がする。

 古 道具屋 の 主人 も,む しろ 学者で あ

り,あ ちこちに分散 した倉庫 を案 内しな

が ら,ま さに親身 になって展示 向の民具

を探 し出して くれ た。 その時 について来

て手 伝 った若者達 も実 に感 じが よ く,(買

物 は済 んだ,そ れで はさよ うな ら)と い

う気 になれ ない程 で,そ れ ぞれの人に個

人 としての愛着 をお ぼえた。 ここでは誰

もが 自然 で,通 過儀礼 を強 い られ た気 分

などついに味わわ なか った。私 は日本 を

ふと思 い出して逆 に文 化 シ ョックを感 じ

た ものである。

 さて民具は,そ れが用い られ る場 がわ

か らないと,結 局美術品 なみに飾 って し

ま う。 フ ィール ドで長 い間暮 し,そ こで

なじん だ民具 を見 ると,そ れが置 いてあ

った部屋 のたたず まいか ら,そ れ を使 っ

ていた人 の面影 まで浮んで くるのであ る

が,し か し,そ の よ うな体験 な しに収集

した 「もの」は展示の際,ど う置 くべ き

か甚 だ心 もとないだ ろうと思 われ る。従

って,今 回のよ うに大急 ぎで収集 をす る

場合 は,フ ィール ド体験 の不足 を取敢 え

ず博物館 の見学 によって補 い,そ の背景

をつか むよ り他になか った。

 この条件 をよ く理解 した 二〇 ラネン君

は,収 集 のスケジ ュ0ル のあいまに各種

の博物館見学 を組込み,お かげで月曜 日

か ら金曜 日まで,毎 週 ぎっし りつ まった

スケ ジュールが で きて しまった。一 日お

きに して もらうん だったと考 え直 した時

は もうおそ く,フ ィンラン ドでの生 活は

民博 なみの忙 し さでスタ0ト して しまっ

た。彼 はまず最初 に私達 を国立博 物館 に

案 内 し,綿 密 な ウラル学 のインテンシヴ

・コ0ス を始 めた
。

 国立博 物館 は さすがに フィンラン ドの

ほ こる博物館 で,民 族学関係 の展示 にか

な りの ウェイ トがか け られ ているが,そ

れが当然の こととはいえ,フ ィノ ・ウグ

リア民族(ウ ラル民族 とい う用語 よ りよ

く用い られてい る)の 線 を強 くうち出 し

ていて,解 説 の地 図や写真 も遠 くウラル

の彼方に向 けて民族 の イメー ジを拡 げて

い る。それは今 に も北海道 に達 しそ うな

寒帯 アジアの文化 圏であ り,ラ ムステ ッ

ドが朝鮮 や 日本を指 向 したの も,ご く自

然 に感 じられ る。後 に述べ るよ うに フ ィ

ンラン ド文 化は言語 を除 けば,ま った く

の ヨー ロッパなのであるが,民 族 を意識

した視線 は東 を向 き,私 自身 この博物館

の中にいて 日本 とフィン ラン ドが ひ どく
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近 く感 じられた。南 まわ りで ヨー ロッパ

に至 る道の遠 く多彩 な文化 を思 うと,そ

れは まことに対称 的であ る。 この博物館

の中で行なわれた ウラル学 インテンシヴ

・コースは私 に とって民具 にお とらぬ収

穫で あった。印象に残 ったのは寒帯 の狩

猟用具,衣 裳,素 朴な室内であ ったが,

この他 に考古学の資料はすば らしい もの

が あった。

 私 はあるホテルの受付でFinnish Mu-

seumsと い うパ ンフ レッ トを見つけた。

これ には フィンラン ド国 内のすべての博

物館 がほぼ1ペ ージに2つ の割合で解 説

してあ る。 この種 の ものはフランスで も

簡単 に手 に入 ったが,日 本 ではど うも見

た憶 えがない。少 な くと もホテルの フロ

ン トな どで簡単 に手 に入 るよ うにはなっ

ていない ように思 う。 これによるとフ ィ

ンラン ドには1973年 の時点 で275の 博 物

館が ある。即 ち:

Finnish Museums 275  

Historical Museums 

 National Museum 1 

 Provincial Central Museums 11 

 City and District Museums 45 

 Rural Local History Museums 117 

Art Museums 37 

 Natural History Museums 16 

 Technical and Industrial 

 Museums 10 

Special Museums 

 Agricultural Museums 2 

 Applied Art Museums 5 

 Bank and Customs Museums 5 

 Church Museums 3 

 Handicraft Museums 3

184

国立民族学博物館研究報告 1巻1号

Hotel and Shop Museums 2 

Medical History Museums 3 

Military Museums 6 

Musical Museums 2 

Photographic Museum 1 

Railroad Museums 2 

Sports Museum 1 

School Museums 2 

Theater Museum 1

 フィンラン ドの人口は470万 で日本の

約20分 の1で あるが,博 物館の数は日本

より多い。因みに朝日年鑑の1975年版 を

見ると,日 本の博物館は美術館を含めて

273と なっている。 勿論,人 口の割で博

物館を建てていたら狭い日本は大変なこ

とになるであろうが,と もかくフィンラ

ン ドでは,フ ランスにおけると同様i,一

般の人々の博物館に対する理解の程度が

高 く,収 集活動の上で も便宜が多かった

のは事実である。 .     、

 フィンラン ドの博物館のうちで,民 族

学の立場か ら最 も重要なものを5点 あげ

ると,既 に述べた(1)ヘルシンキの国立博

物館のほかに,次 のものがある。

(2)ヘ ルシンキの野外博物館 「セウラ ・

  サー リ」

   大型家屋 と最 も古い型の住居,舟

(3)ヘ ルシンキ大学の農業博物館

   農具の類型分類 とその国内分布研

   究        一一

(4) トゥルクの野外博物館 「ルオスタリ

  ンナマキ」

   各種職人の技術,道 具,仕 事場,

   住居

⑤ タンペレの民族音楽博物館

   民族音楽のテープと楽器のコレク
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   シ ョン

 フ ィンラン ドで収集 した民具124点 を

アチ ック ・ミュ0ゼ アムの分類 に従 って

示す と次 の通 りで ある(但 し書籍 ・レコ

ー ドを除 く)
。(i数 字 は整理 番号)

1・ 衣食住に関する もの

1.1.家 具

  (家 具)[椅 子6・84・85・86・87・191/長

   椅 子 ベ ッ ド82・187/食 卓83・192/三

   角 戸 棚94/釣 戸 棚189/ゆ りか ご188

   /衣 裳 入れ10/木 製 トランク195コ

  (織物)[北 欧 じゅうたん17コ

  (洗 濯 道具)[巻 き棒9/し わ 伸 しロ

   ー ル8]

  (室 内装飾品)[ボ ビン レース42-44コ

1・2・ 灯火用具

  (馬屋 用 ラン タン74/漁 業 用かが り

   火 台5/ろ うそ く[手 製コ184/〃E円

   型]96/・[長 型]97/ろ うそ く立 て

   95/〃[手 製]181)

1・3・調理 用具

  (暖 炉)[自 在 鍵11/鼎 ユ3/鍋鍵16コ

  (う つ わ)[鉄 鍋12/や か ん76/蓋 付

   土 鍋88]

  (器 具)[砂 糖 切 りば さみ81/コ ー ヒ

   ー ひ き1コ

  (食卓)[タ ブ レ ッ ト197・199コ

1.4.飲 食 用具

  (ビ ー ル桶[ジ ョッキコ75/砂 糖 壺89/

   平 皿90/深 皿91/コ ップ92/グ ラ ス

   93/鉢194/木 製 ジ ョッキ177/と し

   よ う板皿176/大 型 水筒77)

1・5.服 物

  ([ユ ル バ民族衣 裳コ ブラウス18/ベ

   ス ト19/ス ヵ 一 ト20/靴 下(白)21/

   つ り下 げポケ ッ ト22/帽 子25。[コ

   イヴ ィス ト民族衣裳]ブ ラウス27

   /上 衣28/エ プ ロン29/ス カ0ト30/

   靴 下(白)33。[サ キ ュラ民族 衣裳]

   シ ャツ35/ベ ス ト36/半 ズ ボン37/

   靴 下(赤)38/帽 子40。 農 民服182/

   農 民 帽子183)

1.6.履 物

  (ユ ル バ靴26/コ イ ヴ ィス ト靴34/樺i

   樹 皮 の靴41)

ユ.7.装 身具

  (ブ ローチCユ ルバ服用23/コ イ ヴ ィ

   ス ト服用31/サ キ ュラ服用39]。 リ

   ボ ン[ユ ルバ服 用24/コ イ ヴ ィス ト

   服 用32]。 古 典 プロ0チ13点201)

1.9。 衛 生 ・保健

  (サ ウナ用具[サ ウナ桶170/ひ し ゃ

   く(木 製短 柄)171/〃(木 製長柄)

   172/〃(銅 製木柄)173/摩 擦 袋174/

   ブ ラシ175/タ オル178/小 物 か け

   (木 の枝製)179/"(短 枝 製)185/け

   もの おどし(カ レ リアの木 のベル)

   186/ポ ス ター180コ)

2.生 業 に関す るもの

2.1.農 具

  (す き45/種 ま きバスケ ッ ト63/小 鎌

   71/鍬72)

2.3.狩 猟 用具

  (お と り(黒 雷鳥)80/わ な(小 動物

   用)200)

2。4・漁携用具

  (熊 手型 モ リ4/か が り火台5)

2・5・紡績用具

  (糸 よ り器2/亜 麻 剣 山3/糸 巻 き棒7/

   糸 つ む ぎ車46/は た織機47-62/大

   は さみ(羊 毛用)67)

2.6.畜 産 用具

  (牛 の 鈴73/馬 の首かせ193)

2.7.交 易 用具

                185
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  (ます64)

2.8.大 工 用具

  (す じ引 き14/か ん な69)

3・ 運 搬に関す るもの

3.1.運 搬 用具

  (樺 樹 皮の リュックサ ック79/そ り

   (子供 用)190)

6.信 仰 ・行事 に関するもの

6.4.楽 器

  (ヵ ンテ レ琴198/樺i樹 皮の角笛199)

 以 上 は アチ ック ・ミューゼアムの分類

に従 った ものであ るが,材 料 に よる分類

を考 えると北欧的特徴 として, xの 樺

樹皮製品があ る。即 ち,バ ター入れ,リ

ュック ・サ ック,靴,角 笛,な どであ っ

て,こ れ らは北欧的 自然環境 と,そ れへ

の適応が感 じ られ る。また,サ ウナ用品

も一群を作 る。 これは多少 とも商業化 さ

れてい るが,他 で手 に入 りに くい古い も

のが,機 能 だけを変 え,外 形 は古いまま

で用い られてい る場 合が ある。 た とえば

「カレ リアの木 鈴」は,も と 「け ものお

どし」に用い られていた ものであ るが,

現 在はサ ウナの準備 がで きた時 の合 図に

用い られてい る。また,以 前 はおかゆを

か きまわすのに用いていた木 の枝 は現在
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サ ウナ更衣室 の小物かけ として形 を留 め

ている。

 フ ィンラン ドの収集 を終 え,発 送 の手

続 もす っか り済 ませて明 日はパ リに発 つ

とい う9月16日,た また ま原色版 のスエ

0デ ンの民具 の本 を見 つけた。 その図版

を見 て行 くうちに私 は愕然 とした。 ほと

ん どが私の収集 した フィンの民具 と同 じ

なのだ。 で きるだ け純粋 にフ ィンラン ド

の もの を,と 言 って集 めたつ もりであ っ

た。明 日出発 とい う時だ けに,0瞬,走

り廻 って過 した1月 半の努力が むな しか

ったかの よ うに思 えた。

 この瞬間,私 は ヨmッ パにぶつか っ

たのだ と思 う。 この ヨ0ロ ッパの実 感は

身 にこた えた。 この後,私 は フランスに

渡 り,幾 度か思い知 らされ るのであ る。

フィンラン ドが何のペ リフ ェリ0そ や。

まった くの ヨmッ パではないか,と 。

しか し,こ こで一言冷静 に付言 しなけれ

ぼな るまい。言語 と文化 は イコールでは

ない。 フ ィン ラン ドの文化 はま さに西欧

であ るが,言 語 は ウラル,つ ま りア ジア

に連 な るものだ,と 。 つま り,フ ィンラ

ン ドの持 つ2つ の顔が実感 としてわか っ

たのであ る。
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